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英国出張面談リスト 
(出張期間：2007年 2月 13日～2007年 2月 20日) 

当方面談者：GRIPS 大野健一、大野泉、島村真澄、尾和潤美 
 
日時 面談先 先方出席者 面談テーマ 備考 
2月 14日（水） 
9:30- 
10:30 

DFID Mr. Peter Owen (Chair) (Senior 
Governance Advisor, Policy Div.) 
Mr. Julius Court (Governance 
Advisor, Policy Div.) 
Mr. Max Everest-Phillips (Senior 
Governance Advisor, Growth & 
Investment Group)  
Mr. Tim Williams (Head, Donor 
Policy Partnerships, Global 
Development Effectiveness Div.)  
Ms. Debbie Warrener (Policy 
Advisor-Japan, Donor Policy and 
Partnership Team) 

サイド・ミーティング 
・ ガバナンス支援に対する両国の政策・アプロー

チ 
・ 日本の対アフリカ支援 
・ アフリカにおける国家形成の在り方 
・ 中国の対アフリカ支援 

・ Peter Owen 氏から White 
Paper (2006 年)の概要、ガバ
ナンスと成長に関する問題意

識の紹介あり。 

10:30-
12:00 

DFID Mr. Tony Venables (Chair) (Chief 
Economist) 
Mr. Peter Owen  
Mr. Tim Williams  
Mr. Max-Everest Phillips  
Ms. Debbie Warrener 等 

オープン・セミナー : (Presentation on ‘Early 
Industrializers and Latecomers in ASEAN: 
Coping with Japanese and Chinese 
Manufacturing by Prof. Kenichi Ohno） 
・ グローバル化時代における後発国の産業政策の

あり方 
・ ベトナムの工業化の課題、先発 ASEAN や中国
との比較 
・ 成長促進や産業政策における政府の役割 

・ セ ミ ナ ー タ イ ト ル  は

Industrial Policy in Vietnam 
State-led development for 
the 21st century? 
・ DFID内で成長促進、ガバナン
スに関心をもつスタッフが種

対象（先方約 15名） 

12:00-
12:30 

DFID Mr. Tim Williams 
Mr. Matt Sudders (Head of 

サイド・ミーティング 
・ 日英連携（午後の日本の ODA セミナーの事前
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Bilateral Relations, Global 
Development Effectiveness Div.)  
Ms. Debbie Warrener 

協議） 

12:45-
14:15 

DFID Mr. Mark Lowcock (Director
General for Policy and 
International): 主 催 （ Global 
Development Effectiveness
Divisionスタッフ参加） 

ランチ・ミーティング 
 

・ Mark Lowcock 氏は数日前に
訪日、外務省、JICA、JBIC
等と面談 

14:30-
16:00 

DFID Mr. Mark Lowcock 
Mr. Owen Barder (Chair)
(Director of Global Development 
Effectiveness ):  
Mr. Tim Williams  
Mr. Matt Sudders  
Ms. Debbie Warrener 
高岡在英日本大使館公使 
酒井在英日本大使館一等書記官 
井上在英日本大使館二等書記官 
古川在英 JICA事務所長 等 

オープン・セミナー: 
（ Presentation on ‘Japan ’ s ODA at the 
Crossroads: Reforms, opportunities and 
challenges’ by Prof. Izumi Ohno; and comments 
by Minister Takaoka, and Mr. Furukawa） 
・ 日本の ODA改革の現状 
・ TICADIV、G8サミットに向けた日本の方針 
・ 安部総理、ブレア首相の共同声明（1 月 9 日の
ロンドンで日英首脳会談） 
・ JICA機構改革、援助効果向上への取り組み 
 

・ セミナータイトルは Japanese 
aid: trends, opportunities, 
and challenges 
・ 日本の ODA に関心を有する

DFID内及びWhitehall (財務
省、外務省)スタッフが主対象
（先方約 30名） 

2月 15日（木） 
9:00- 
12:30 

ODI Prof. Goran Hyden (Professor,, 
University of Florida) 
Prof. Ken Mease (University of 
West Indies) 
Mr. Julius Court (DFID) 
Ms. Alison Evans (Director, Public 
Policy Group (PPPG), ODI) 
Ms. Verena Fritz (Research Fellow, 
PPPG, ODI) 

Ms. Marta Foresti (Research 
Fellow, PPPG, ODI) 

Independent Governance Assessment (IGA) 
Learning Workshop 
・ 新たなガバナンス指標の策定調査ワークショッ

プ（第 2フェーズの結果報告、10カ国における
事例分析結果） 
・ グッド・ガバナンスを評価する原則と調査手法

について議論 

・ ODI 主催のワークショップ
（終日）に午前のみ参加 
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Mr. Peter Owen（DFID） 
Max Everest-Phillips（DFID）等 

15:30-
17:00 

IDS Prof. Hubert Schmitz (IDS) 
Prof. Martin Bell (Science and 
Technology Policy Research, 
(SPRU), University of Sussex) 
Ms. Michiko Iizuka (Doctoral 
Researcher, SPRU) 

Lecture on ‘Early Industrializers and Latecomers 
in ASEAN: Coping with Japanese and Chinese 
Manufacturing by Prof. Kenichi Ohno 
・ グローバル化時代における後発国の産業政策の

あり方 
・ ベトナムの工業化の課題、先発 ASEAN や中国
との比較 

・ IDS-SPRU Master’s Course 
on Competing in the Global 
Economy)での講義 

 
 
 

17:00-
19:00 

IDS Prof. Hubert Schmitz 
Prof. Martin Bell 

・ 現在の IDSと SPRU、及び GRIPSの研究・調
査について意見交換（特に工業化支援、成長戦

略） 
・ IDS は研究に加えて、情報・発信活動にも取り
組む（DFID 等から開発・研究に関する情報普
及システムの整備及び関連活動を委託）。情報発

信担当のスタッフを多く擁する。 
・ 日本の技術・職業訓練分野の支援への関心 

・ IDS は活動の 85％が研究、残
る 15％が教育に配分。SPRU
は 60%と.40%。 
・ IDSは外部資金 100%で運営、
うち 50％は DFID からの資
金。そのため経済成長に関する

研究者は稀少で、研究関心は再

分配のテーマに偏重。 
2月 16日（金） 
9:30- 
12:30 

Crown 
Agents

Mr. Steve Taylor (Exec. Director, 
Development) 
Mr. David Roissetter (Director, 
Japanese Aid) 
Mr. Paul Phillips(Director, 
Procurement Consultancy) 
Mr. Dev Useree (Director, Debt 
Management Services PFM,) 
Mr. David Hesketh (Revenue 
Business Development Director) 
Ms. Rachel Warren (Director, 
Crisis Response Team) 

Presentation on ‘Japan’s ODA at the Crossroads: 
Reforms, opportunities and challenges’ by Prof. 
Izumi Ohno 
・ 日本の援助政策及び世論、中国のアフリカ支援、

米の援助政策（ミレニアム・チャレンジ・アカ

ウント）等について意見交換。 
・ 加えて、CAの主要活動として、①調達監理能力
や公共財政管理の強化への支援、②通関手続き

の調和化や関税徴収能力強化への支援、③紛争

から開発への移行支援、信託基金の管理等につ

いて紹介 

・ CA は調達監理や公共財政管
理を含む援助実務を中心に業

務展開、政策志向の DFID と
補完的。 
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13:00-
14:00 

ODI Mr. Simon Maxwell (Director)及び
ODI研究者 

ランチ ・ 100%外部資金、DFID や英国
内に限らず、国際的に委託調査

を実施。同時にシンクタンクと

して国内の各種ステークホル

ダーにも働きかける。 
14:00-
16:00 

ODI Mr. David Booth 
Prof. Goran Hyden （ Univ. of 
Florida） 
Ms. Verena Feritz 
Ms. Diana Cammack (Head of 
Politics and Rights Programme, 
PPPG) 
Mr. Andrew Lawson (Head of 
Centre for Aid and Public 
Expenditure Programme, PPPG,) 
Ms. Alina Rocha Menocal 
(Research Fellow, PPPG ) 
Ms. Sue Graves (.Humanitarian 
Policy Group ) 
Ms. Bhavna Sharma(Reseach 
Officer, PPPG) 
古 川 在 英 JICA 事 務 所 長
等 

Seminar on ‘Leadership and Political Regime 
from an East Asian Perspective’ by Prof. Kenichi 
Ohno 
・ アジアにおける権威主義開発体制（AD）やリー
ダーシップの特徴、持続的な成長を可能とした

条件 
・ アフリカ等の他国・地域への AD の適用可能性
（むしろ AD の要素を選択的に導入して、
mild-form of ADを実現する可能性？） 
・ 歴史、文化、社会構造等が「良い」ADの出現に
影響を及ぼす可能性 

 
 

・ ODI の Poverty and Public 
Policy Group（PPPG）の研究
者が主対象（先方約 15名） 

16:00-
17:30 

ODI Mr. David Booth 
Ms. Diana Cammack 
Ms. Bhavna Sharma 

オープン・ミーティング 
・ 現在の ODI及び GRIPSの研究・調査内容と今
後の連携可能性について意見交換 
・ 特に ODIから、①国家構造や政治権力等、新家
産制国家におけるフォーマル・インフォーマル

な制度のあり方、②中国のよる対アフリカ支援

（DFID 委託調査として実施予定）についての
研究関心の紹介あり。 

・ 2006年（3月～6月）’Donors 
and the Fragile States 
Agenda: A survey of current 
thinking and practice’の研究
を JICAより委託。 
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・ GRIPS から、 ”Managing the Development 
Process and Aid”を始めとする研究活動の概要
紹介。 

19:00-
21:00 

在英大

使館 
高岡公使 
酒井書記官 
井上書記官 

ワーキング・ディナー 
・日英の ODA政策について意見交換 

 

2月 19日（月） 
15:00-
17:30 

Oxford 
Univ. 

Dr. Ngaire Woods (Professor, 
Global Economic Governance 
Programme (GEGP)） 
Mr. Paolo de Renzio (GEGP) 
Mr. Mayur Pater (GEGP) 
Ms. Meibo Huang (GEGP) 等 

・ 現在の GEGP及び GRIPSの研究・調査内容と
今後の連携可能性について意見交換 
・ GEGP の主な研究内容として、①援助依存とマ
ネージメント、②WTOにおける貿易交渉、③国
際保健政策等の紹介。また、中国の援助政策に

ついて調査中。 
・ GRIPS からは、①ベトナムの工業化支援、
②”Managing the Development Process and 
Aid”の概要、③日本の ODA改革等を紹介。 

・ GEGPは 2003年に設置。大学
や財団等の助成金で独自性を

保持しながら研究活動を実施、

委託調査は受けない方針。 
・ 過去、‘The shifting politics of 

foreign aid’の研究を日本の外
務省から委託。 

2月 20日（火） 
10:00-
12:30 

SOAS Prof. Mushtaq Khan (Professor, 
Department of Economics, SOAS)

Mr. Peter Owen（DFID） 
Max Everest-Phillips（DFID） 

・ 成長促進とガバナンスの関係について意見交

換。 
・ 先方より、持続可能な経済成長を可能とするガ

バナンスのあり方（所謂”Good Governance"と
は差別化）への関心、今後の研究課題として、

ドナーが利用できるガバナンス指標を策定する

必要性の指摘あり。 
・ GRIPSから、ベトナムの工業化支援（M/P策定
等）を通じた個別具体的な制度能力強化への支

援アプローチを紹介。 
・ 併 せ て 、 GRIPS 調 査 ”Managing the 

Development Process and Aid”の概要も紹介。

・ Phillips 氏は今後 3 ヶ月間
DFIDを休職し、ガバナンス指
標に関する調査を実施予定。第

１次結果を発表するワークシ

ョップを今年 7 月初旬に実施
予定。 

 
(注)橋本宣幸氏（JICA長期研修で英国留学、ODI研修中）も、2/14（DFID)、2/16（Crown Agents、ODI）、2/20（SOAS）での面談に参加。 


